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今
年
も
あ
と
一
月
余

と
な
り
ま
し
た
。
岡
山

歴
研
も
設
立
五
年
目
に

入
っ
た
こ
と
か
ら
、
向

か
う
べ
き
方
向
を
考
え
る
時
に
な

り
ま
し
た
。
大
き
く
二
点
あ
り
ま

す
。
定
期
総
会
の
講
演
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
か
ら
県

下
の
先
人
達
に
焦
点
を
当
て
て
顕
彰

し
、
後
世
に
伝
え
る
方
向
へ
、
ま
ず

は
来
年
度
の
定
期
総
会
で
「
山
田
方

谷
と
吉
田
松
陰
の
門
下
生
」
で
岡
山

の
三
島
中
洲
を
中
心
に
据
え
、
高
杉

晋
作
も
取
り
上
げ
て
す
こ
し
舵
を

切
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
点
は
、
探
訪
会
の
行
先
に

つ
い
て
、
古
代
吉
備
国
エ
リ
ア
を
ひ

と
ま
ず
済
ま
せ
た
の
で
、
来
年
度
か

ら
は
県
内
中
心
に
実
施
し
て
は
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
会
報
も
活
動
の

充
実
に
伴
っ
て
、
今
回
か
ら
紙
面
を

六
頁
か
ら
八
頁
に
増
や
し
、
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

歴
史
関
連
団
体
調
査
も
県
下
の

二
十
七
全
市
町
村
を
網
羅
し
て
終
了

で
き
ま
し
た
。
歴
研
発
展
に
皆
様
方

の
更
な
る
お
力
添
え
を
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
会
長　

天
野
勝
昭
）

歴
研

展
望
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全
国
歴
史
研
究
会
全
国
大
会
が
十
月

十
七
日
～
十
九
日
、
福
井
市
で
開
催
さ
れ

た
。
全
国
か
ら
二
百
五
十
名
、
岡
山
か
ら

十
五
名
が
参
加
し
た
。

記
念
講
演
は
二
題
①
幕
末
福
井
伝
～
松

平
春
嶽
を
め
ぐ
る
人
々
。
講
師
は
角
鹿
尚

計
氏
②
越
前
か
ら
皇
位
に
つ
い
た
継
体
天

①
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
（
戦
国
武
将
朝

倉
氏
五
代
の
栄
華
の
跡
）
②
養
浩
館
庭
園

③
丸
岡
城
（
日
本
最
古
の
天
守
閣
）
④
称

念
寺
⑤
大
安
禅
寺
を
見
学
。

三
日
目
見
学
会
︵
若
狭
地
方
︶

①
明
通
寺
②
若
狭
縄
文
博
物
館
③
水
月

湖
（
年
縞
、
奇
跡
の
湖
）
④
武
田
耕
雲
斎

等
墓
と
松
原
神
社
⑤
気
比
神
宮
（
北
陸
の

総
鎮
守
）
を
見
学
。

三
日
間
晴
天
に
恵
ま
れ
歴
史
の
宝
庫
を

見
学
で
き
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
ま
た
、

ゆ
っ
く
り
福
井
に
行
き
た
い
」
と
の
声
。

来
年
は
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
る
。

会
員
募
集
中

年

会

費  

二

千

円

十
月
以
降
入
会  

千
円

▲祝宴にて法被で岡山をアピール

皇
伝
説
ロ
マ
ン
。
講
師
は
青
木
豊
昭
氏
。

祝
宴
・
交
流
会
で
は
お
か
や
ま
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
法
被
で
全
国
ト
ッ

プ
に
登
壇
し
岡
山
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

二
日
目
見
学
会
︵
越
前
地
方
︶

全
国

大
会
　
福
井
に
十
五
名
参
加

岡
山
県
下
の
歴
史
関
連
団
調
査
を
昨
年

の
第
一
次
調
査
に
続
き
第
二
次
調
査
を
実

施
し
た
。

結
果
、第
一
次
調
査
分
（
六
十
二
団
体
）

を
合
わ
せ
て
百
五
十
二
団
体
と
な
り
、
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
で
県
下
二
十
七
全
市

町
村
を
網
羅
で
き
た
。

ご
協
力
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
計
画

①
十
二
月
、
団
体
一
覧
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
。

②
来
年
五
月
、
冊
子
を
一
千
冊
作
成
。

③
来
年
六
月
、冊
子
を
調
査
協
力
団
体
、

県
下
の
公
立
図
書
館
（
九
十
八
館
）、

県
下
二
十
七
全
自
治
体
、
岡
山
歴
研
会

員
、
全
国
歴
研
団
体
等
に
配
布
。

利
用
・
活
用

こ
れ
に
よ
り
団
体
相
互
の
情
報
交
換
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
、
更
に
は
会
員
の

増
員
、
又
、
団
体
や
行
政
が
開
催
す
る
講

演
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内
・
広
報
に
も

活
用
で
き
ま
す
。

岡
山
県
歴
史
関
連
団
体
調
査

全
県
下
を
網
羅
す
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岡
田
藩
（
現
倉
敷
市
真
備
町
）
の
俚
謡

（
り
よ
う
：
里
唄
）
と
し
て
次
の
詩
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

畑
岡
に
（
や
）
さ
つ
ま
の
蔓
が
延
び
す

ぎ
て
つ
じ
を
止
め
た
る
（
か
）
荒
木
文
十

畑
岡
（
地
名
）
の
さ
つ
ま
芋
の
蔓
が
徒

長
す
る
の
で
荒
木
文
十
が
し
ん
を
止
め
た

と
い
う
こ
と
に
か
け
て
、
九
州
の
薩
摩
藩

が
増
長
す
る
の
で
、
荒
木
文
十
郎
が
そ
の

鼻
柱
を
折
っ
た
と
風
刺
し
た
も
の
で
あ

る
。江

戸
に
幕
府
が
開
か
れ
て
、
約
一
世
紀

半
。
世
の
中
が
落
ち
着
い
て
き
た
、
天
明

七
年
（
１
７
８
７
年
）
五
月
に
事
件
は
起

き
た
。
場
所
は
畑
岡
（
現
倉
敷
市
真
備
町

尾
崎
）。
畑
岡
は
山
陽
道
の
道
筋
に
あ
っ

た
。
折
し
も
薩
摩
藩
主
、
島
津
侯
の
帰
国

の
道
中
で
、
道
中
家
老
よ
り
岡
田
藩
へ
通

行
の
前
触
れ
が
あ
り
、
道
筋
は
厳
重
に
警

戒
さ
れ
て
い
た
。
畑
岡
の
道
筋
に
は
旅
人

が
小
休
止
す
る
茶
屋
が
あ
っ
た
。
そ
の
茶

店
の
取
り
締
ま
り
は
岡
田
藩
の
町
奉
行
の

支
配
に
属
し
て
い
た
。

丁
度
そ
の
日
、
亭
主
の
庄
兵
衛
は
留
守

で
妻
の
竹
が
店
番
を
し
て
い
た
。
薩
摩
藩

の
先
触
れ
の
侍
二
人
が
休
憩
の
た
め
立
ち

寄
り
、
焼
酎
を
飲
み
、
代
金
三
十
二
文
の

支
払
い
に
大
金
の
一
分
金
を
だ
し
た
。
竹

は
両
替
が
で
き
な
い
の
で
次
の
機
会
に
と

断
っ
た
。
が
、
薩
摩
の
侍
は
両
替
せ
よ
と

し
つ
こ
く
迫
っ
た
。
困
り
果
て
た
竹
は
隣

家
で
両
替
商
を
営
む
荒
木
文
十
郎
を
呼
ん

で
両
替
を
依
頼
し
た
。

文
十
郎
が
店
に
来
る
と
、
件
の
侍
の
言

い
分
は
金
一
分
を
銭
一
貫
五
百
匁
に
変
え

ろ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
文
十
郎
は
地

方
の
取
引
相
場
で
な
ら
両
替
す
る
が
銭
一

貫
五
百
匁
は
当
地
の
相
場
で
な
い
の
で

断
っ
た
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
り
な
し

た
が
相
手
は
侍
、
こ
と
に
焼
酎
の
勢
い
で

気
勢
が
上
が
る
の
で
一
旦
自
宅
に
引
き
下

が
っ
た
。

残
っ
た
竹
は
困
り
果
て
、
再
び
出
向
い

て
文
十
郎
に
助
け
を
乞
う
た
。
再
び
出
向

い
て
機
嫌
よ
く
出
立
し
て
も
ら
う
べ
く
言

葉
を
尽
く
し
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
次

第
に
声
高
か
に
な
り
、「
表
へ
出
ろ
」
い

う
こ
と
に
な
り
、
文
十
郎
を
戸
外
へ
引
っ

張
り
出
し
た
。
そ
し
て
、
ひ
と
り
の
侍
が

抜
き
打
ち
に
「
無
礼
者
ッ
」
と
切
り
つ
け

て
来
た
。
次
の
瞬
間
、
文
十
郎
は
身
を
か

わ
し
、
侍
の
腕
を
つ
か
み
、
一
方
の
手
で

刀
を
奪
い
、
切
り
込
ん
だ
。
侍
は
、
二
度

は
小
刀
で
受
け
た
が
肩
先
へ
切
り
込
ま
れ

て
そ
の
ま
ま
息
を
絶
っ
た
。

同
行
の
一
人
の
薩
摩
武
士
は
何
を
思
っ

た
か
、
脇
差
の
小
刀
を
拾
い
取
り
、
一
目

散
に
矢
掛
へ
向
か
っ
て
駆
け
て
行
っ
た
。

文
十
郎
は
血
刀
を
提
げ
て
路
上
に
突
っ
立

ち
、「
薩
州
侯
の
お
侍
を
討
ち
果
た
し
た

る
は
身
ど
も
に
て
文
十
郎
と
申
す
者
、
ご

同
藩
の
好
を
も
っ
て
復
讐
の
御
意
志
あ
れ

ば
勝
負
あ
る
べ
し
」
と
叫
ん
だ
。

し
ば
ら
く
し
て
文
十
郎
は
刀
を
提
げ
た

ま
ま
自
宅
に
帰
り
、
両
親
や
妻
子
に
事
情

を
話
し
た
後
、
裏
口
か
ら
経
納
山
の
方
へ

上
が
っ
て
行
き
、
姿
を
消
し
た
。

畑
岡
に
出
向
い
て
待
機
し
て
い
た
村
役

人
た
ち
は
死
骸
を
片
寄
せ
て
小
砂
を
ま
い

て
掃
き
清
め
、
薩
摩
侯
の
行
列
は
何
事
も

な
く
矢
掛
を
目
指
し
て
通
り
過
ぎ
た
。

荒
木
文
十
郎
の
先
祖
は
戦
国
時
代
の
武

将
、
荒
木
村
重
と
い
わ
れ
て
い
る
。
曽
祖

父
、
荒
木
伝
兵
衛
は
水
内
村
（
総
社
市

原
）
か
ら
尾
崎
村
へ
棲
み
つ
い
た
農
家
で

あ
る
。
庄
屋
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
る
。
文

十
郎
は
畑
岡
へ
出
て
両
替
を
業
と
し
て
い
た
。

文
十
郎
は
若
い
頃
、
叔
父
か
ら
剣
術
を

習
っ
て
い
た
。
叔
父
、
荒
木
団
蔵
は
江
戸

の
剣
客
滝
野
勇
見
の
流
儀
で
、
俗
に
い
う

免
許
皆
伝
の
腕
前
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら

▼
荒
木
文
十
郎
の
墓
と
碑
（
三
島
中
洲
撰
文
）

荒
木
村
重
の
子
孫

荒
木
文ぶ

ん
じ
ゅ
う
ろ
う

十
郎

薩
摩
の
武
士
を
斬
る

▲

薩
摩
武
士
、
江
藤
金
左
衛
門
の
墓
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文
十
郎
も
相
当
の
腕
前
だ
っ
た
ろ
う
。

そ
の
心
得
か
ら
、
正
当
防
衛
で
相
手
の

刀
を
取
り
、
薩
摩
武
士
を
斬
り
殺
し
た
。

士
農
工
商
の
身
分
制
度
の
厳
し
い
中
で
、

農
民
な
が
ら
武
士
の
理
不
尽
を
は
ね
の

け
、
自
ら
の
命
を
守
っ
た
。

矢
掛
へ
奔
走
し
た
も
う
一
人
の
薩
摩
武

士
は
自
分
の
卑
怯
を
恥
じ
、
矢
掛
宿
で
自

殺
し
た
。

又
、
道
中
家
老
は
責
任
を
感
じ
、
薩
摩

に
帰
っ
た
後
、
自
殺
し
た
。

岡
田
藩
の
役
人
は
文
十
郎
の
処
置
に

迷
っ
た
よ
う
で
、
領
分
境
で
召
し
取
り
、
牢

に
入
れ
た
と
、
早
朝
、
速
打
（
は
や

う
ち

）
で
矢

掛
宿
に
い
る
薩
摩
役
人
に
知
ら
せ
た
。
薩

摩
役
人
か
ら
届
い
た
返
書
に
よ
る
と一

、
文

十
を
召
し

取
り
入
牢

申
し
付
け

た
旨
の
飛

札
を
受
け

取
っ
た
。

一
、
文

十
の
身
柄

を
薩
州
へ

引
き
渡
す

べ
き
や
の

掛
け
合
い
は
そ
の
儀
に
及
ば
ず
。

一
、
文
十
初
め
そ
の
他
の
関
係
者
の
仕

置
き
は
岡
田
藩
法
に
よ
っ
て
処
断
さ
れ
た
い
。

一
、
文
十
が
持
ち
帰
っ
た
刀
は
岡
田
の

方
で
適
当
に
処
分
し
て
く
れ
て
よ
い
。

一
、
仕
置
き
の
結
果
は
大
阪
の
薩
州
蔵

屋
敷
ま
で
知
ら
せ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
。

一
、
突
発
し
た
事
件
の
た
め
岡
田
の
役

人
方
に
だ
ん
だ
ん
苦
労
を
か
け
て
恐
れ
入

る
。
骨
折
り
に
よ
っ
て
早
く
一
段
落
し
た

こ
と
を
祝
着
に
思
っ
て
い
る
。

岡
田
藩
法
に
任
す
と
の
こ
と
。
任
さ
れ

る
ほ
ど
難
し
い
こ
と
は
な
い
。
ま
し
て
や

相
手
は
大
藩
、
薩
摩
藩
で
あ
る
。
茶
屋
の

▼

荒
木
文
十
郎
屋
敷
跡

妻
に
頼
ま
れ
た
と
は
い
え
、
義
理
を
尽
く

さ
ず
、
侍
を
斬
り
殺
し
、
そ
の
場
を
立
ち

去
っ
た
の
は
不
埒
至
極
で
あ
る
と
し
て
文

十
郎
は
死
罪
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。
そ
し

て
六
月
、
妻
子
を
遺
し
、
検
視
役
人
に
慇

懃
に
会
釈
し
、
荒
莚
の
上
に
座
り
小
田
川

の
河
原
で
草
の
露
と
消
え
た
。
時
に
、
文

十
郎
三
十
一
歳
。

時
は
移
り
、
明
治
の
時
代
と
な
り
、
四

民
平
等
の
世
と
な
っ
た
。
明
治
四
二
年
、

そ
の
子
孫
、
荒
木
忠
一
郎
は
文
十
郎
の
無

実
の
罪
を
晴
ら
そ
う
と
三
島
毅
（
号
は
中

一
月
例
会

日
時　

一
月
八
日
（
木
）
午
後
二
時

講
演「
真
備
の
人
物
荒
木
文
十
郎
他
」

講
師　

倉
敷
市
文
化
財
保
護
課　

学
芸
員　

藤
原
憲
芳
氏

二
月
例
会

日
時　

二
月
十
二
日
（
木
）
午
後
二
時

講
演「
戦
国
武
将
荒
木
村
重
の
真
実
」

講
師　

村
重
研
究
者　

竹
本
弘
子
氏

三
月
例
会

日
時　

三
月
十
二
日
（
木
）
午
後
二
時

講
演
「
岡
山
の
み
ち
づ
く
り

歴
史
と
こ
れ
か
ら
」

講
師　

国
土
交
通
省　

国
道
事
務
所

所
長　

渡
邊
良
一
氏

※　

毎
月
第
二
木
曜
日　

午
後
二
時
～

※　

場
所　

倉
敷
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

※　

参
加　

無
料
（
申
込
不
要
）

※　

主
な
活
動　

講
演
会
と

見
学
会
（
会
員
限
定
）

備
中
倉
敷
学　
例
会
案
内

洲
）
に
依
頼
し
て
碑
文
を
書
き
、
石
碑
を

建
て
た
。
そ
し
て
在
天
の
霊
よ
以
て
瞑
し

た
ま
え
と
。
時
に
事
件
発
生
後
一
世
紀
半

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
（
楠　

敏
明
）

︵
追
記
︶
真
備
町
尾
崎
の
塩
田
寛
治

氏
の
著
書
『
荒
木
文
十
郎
記
』(

五
十
九

頁)

を
元
に
、
故
・
三
宅
敏
冶
氏
が
冊
子

『
荒
木
文
十
郎
記
の
写
し
』（
三
二
頁
）
を

作
成
し
ま
し
た
。

冊
子
の
購
入
は
山
本
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
三
百
円
（
税
込
）
で
す
。

０
９
０
・
４
５
７
６
・
６
９
５
５（
山
本
）

Ａ
：
荒
木
文
十
郎
屋
敷
跡　

Ｂ
：
荒
木
文
十
郎
の
墓
と
碑

Ｃ 

：
薩
摩
武
士
、
江
藤
金
左
衛
門
の
墓
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地
理
学

の
先
駆
者 

古
川 

古
松
軒
（
一
七
二
六
～

一
八
〇
七

）

岡
山
人
物
銘
々
伝
を
語
る
会　

大
濵　

文
男
（
会
員
）

地
理
学
の
先
駆
者
と
し
て
全
国
に
名
を

は
せ
た
古
川
古
松
軒
の
業
績
は
意
外
と
評

価
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
私
は
常
々
不

思
議
に
思
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に

あ
っ
て
、
昭
和
五
十
一
年
の
岡
山
県
立
博

物
館
特
別
展
「
近
代
科
学
を
ひ
ら
い
た

人
々
」
は
か
な
り
の
反
響
を
与
え
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
学
芸
員
、
竹
林

栄
一
氏
の
尽
力
に
よ
り
、
古
松
軒
に
少
し

は
光
が
当
た
り
ま
し
た
。

簡
単
に
古
川
古
松
軒
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
生
い
立
ち
並
び
に
業
績

古
松
軒
は
備
中
国
下
道
郡
新
本
村（
現
、

総
社
市
新
本
、
旧
岡
田
藩
）
古
川
譲
次
の

子
（
名
は
正
辰
）
と
し
て
一
七
二
六
年
に

生
ま
れ
た
。
家
業
は
代
々
薬
商
を
営
む
と

と
も
に
漢
方
医
。
こ
の
人
物
の
少
年
期
、

青
年
期
に
つ
い
て
の
資
料
は
な
く
不
明
の

部
分
が
多
い
。

た
だ「
起
請
文
」（
一
七
六
九
年
）が
残
っ

て
い
る
。
―
予
正
辰
一
念
発
起
仕
ニ
付
奉

神
文
之
事
―
こ
れ
に
よ
る
と
博
打
で
代
金

が
払
え
ず
大
阪
の
薬
問
屋
か
ら
訴
え
ら
れ

る
な
ど
そ
の
生
活
は
荒
廃
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
非
凡
な
こ
の

人
は
一
念
発
起
し
、
独
学
で
測
量
法
を
学

び
、
地
理
に
対
す
る
幼
い
頃
か
ら
の
探
究

心
に
よ
り
、
そ
の
念
願
を
叶
う
べ
く
旅
に

出
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
初
の
仕
事
は
『
山
野
地
理

津
河
』、
こ
れ
は
京
都
・
大
阪
旅
行
の
紀

行
文
で
す
。
こ
れ
か
ら
た
ま
っ
て
い
た
も

の
を
は
き
出
す
よ
う
に
、
歴
史
、
故
事
に

格
別
な
興
味
を
抱
い
て
探
求
を
深
め
、
数

多
く
の
著
書
を
執
筆
し
て
い
き
ま
す
。
こ

の
人
の
著
書
の
特
徴
は
写
生
図
が
頻
繁
に

描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
古
松
軒
自
身

が
つ
ぶ
さ
に
実
地
見
聞
し
た
証
で
す
。

紀
行
文
の
他
、
合
戦
の
戦
略
研
究
、『
御

六
戦
志
』、『
関
が
原
御
陣
地
理
図
』又
、『
備

中
国
加
夜
郡
高
松
城
水
攻
地
理
之
図
』
も

著
し
ま
し
た
。
高
松
城
水
攻
め
で
は
堤
防

に
つ
い
て
、
従
来
の
説
と
は
異
な
る
新
た

な
見
解
、
水
攻
め
堤
防
を
約
参
百
ｍ
に
限

定
し
た
図
を
描
き
ま
し
た
。
こ
の
説
は
関

心
を
集
め
る
こ
と
も
無
く
、
埋
も
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
戦
記
、
戦
場
の
状
況
を
自

分
が
古
戦
場
を
訪
れ
て
研
究
し
て
著
し
た

も
の
で
、
多
く
の
軍
学
者
が
実
際
の
地
理

を
知
ら
ず
机
上
で
議
論
し
て
い
る
こ
と
を

批
判
し
て
い
ま
す
。

古
松
軒
に
は
二
大
著
書
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
『
西
遊
雑
記
』（
一
七
八
三
年
、

七
巻
）。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
年
）
三

月
末
か
ら
修
験
者
装
束
で
山
陽
道
か
ら
九

州
へ
の
一
周
の
旅
。
山
陽
道
を
三
ヶ
月
、

さ
ら
に
も
う
三
ヶ
月
か
け
て
九
州
へ
。
そ

の
成
果
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
古
松
軒
の

名
を
一
挙
に
高
め
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
大
著
は
『
東
遊
雑
記
』

（
一
七
八
八
年
、十
二
巻
）。
こ
の
と
き
は
、

幕
府
巡
見
使
と
い
う
身
分
で
六
ヶ
月
か
け

て
随
行
、
東
北
地
方
か
ら
蝦
夷
松
前
ま
で

の
旅
の
成
果
で
あ
り
ま
す
。

別
表
の
「
関
係
年
表
」
を
見
れ
ば
分
か

る
よ
う
に
、
そ
の
著
作
が
、
後
を
継
い
で

蝦
夷
地
を
測
量
し
た
近
藤
重
蔵
、
伊
能
忠

敬
、
間
宮
林
蔵
等
に
影
響
を
与
え
た
地
理

学
の
先
駆
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
現
に
近
藤
重
蔵
か
ら
正
確
さ
を
称
賛

す
る
書
簡
が
届
い
て
い
ま
す
。

◎
そ
の
人
柄

古
松
軒
は
自
ら
し
ば
し
ば
言
う
よ
う
に

「
遅
ま
き
の
人
」。
主
著
は
す
べ
て
五
十
歳

を
す
ぎ
て
か
ら
の
労
作
で
す
。
こ
の
人
の

業
績
を
時
の
老
中
、
松
平
定
信
が
知
る
と

こ
ろ
と
な
り
謁
見
の
栄
誉
に
も
浴
し
、
彼

が
工
夫
考
案
し
た「
コ
ン
パ
ツ
（
ス
）」の
使

用
法
を
松
平
定
信
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

古
松
軒
は
、
七
十
歳
の
時
、
岡
田
藩
主

か
ら
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
徒
歩
、
車
馬
し
か
な
い
時
代
。

行
程
図
を
見
れ
ば
判
る
と
お
り
、
徒
歩
を

い
と
わ
ず
、
健
康
で
健
脚
で
あ
っ
て
こ
そ

な
し
得
た
こ
と
で
す
。

将
に
大
器
晩
成
型
で
、
好
学
心
に
富
み

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
を
信
条
と
し

て
自
分
の
足
で
、
全
国
を
め
ぐ
り
歩
き
そ

の
土
地
の
人
と
接
し
、
語
ら
い
、
気
候
、

風
土
、
自
然
を
紀
行
文
に
著
す
こ
と
に
専

念
し
ま
し
た
。

こ
の
態
度
こ
そ
地
理
学
者
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
く
、
紀
行
文
、
ス
ケ
ッ
チ
、
日
記

は
現
在
も
尚
、
貴
重
な
学
問
的
資
料
価
値

を
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
結
び

古
川
古
松
軒
に
つ
い
て
、
今
後
も
更
に

資
料
の
発
掘
、
そ
し
て
そ
の
全
集
の
編
纂

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
待
望
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

参
考
文
献
『
近
代
科
学
を
ひ
ら
い
た

人
々
』
岡
山
県
立
博
物
館
刊
特
別
展
図
録

（
昭
和
五
十
一
年
）・『
西
遊
記
』・『
東
遊
記
』

平
凡
社
刊
・『
研
究
報
告
５
』
一
九
八
四

年
刊
岡
山
県
立
博
物
館
竹
林
栄
一　

他
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古松軒肖像、古松
軒旅姿、行程図（西

国への旅・奥羽蝦夷への旅）

▼ 古 松 軒「 旅 姿 」 写 し・ 延 年 筆（ 個
人 蔵、 写 真 提 供： 岡 山 県 立 博 物 館 ） 
▼古松軒肖像・岡 本豊彦筆（岡山県立博物館蔵）

▲ ▲岡山県立博物館刊 特別展図録 
『 近 代 科 学 を ひ ら い た 人 々』
（S51.10.6) より転載
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「
古
松
軒
関
係
年
表
」
は
、
岡
山
県
立
博
物
館
刊
特
別
展
図
録
『
近
代
科
学
を
ひ
ら
い
た
人
々
』（
昭
和
51
年
10
月
6
日
）、
他
参
照
し
て
岡
山
歴
史
研
究
会
が
作
成

古川古松軒関係年表
和　暦 西暦 年齢 記　　　　　事

享保11年 備中下道郡新本村（岡田藩）に古川譲次の子として誕生（名は正辰）

　　18年 母、勝死去

宝暦13年 京阪（京都・大阪）旅行『山野地里津河』

宝暦14年 正月、父、譲次死去　春『遠州味方カ原戦場備之図』

明和元年 四国88ヵ所巡り『四国道之記』『古河見聞記』『貧乏草』

　　 6年 起請文（改心し、博打を止めて生活を正す決意をした）

永安 6年 『阿州鳴門の図』

　　 7年 長男、譲孝、江戸へ（大笠原若狭守の典医、松田魏楽の養子となり、松田魏丹と称す）

　　 9年 『吉備国之大略図説』

讃州へ渡海。八栗寺、八島寺へ参詣（讃州牟礼高松之図）

『讃州牟礼高松之図』『古容軒東海記』

　　 2年 『河州千破劔赤城之図』

　　 3年 半年かけ西遊（修験者姿で山陽、九州旅行単独行）『西遊雑記』7巻

　　 5年 半年かけ筑紫旅行（九州2度目）

　　 6年 『名所乃家つと』『文字乃関路』『探勝雑記』『筑紫乃家津都』

『東行雑記』『関ヶ原岐阜合戦図』『関ヶ原御陣地図』『大阪冬御陣図』

★　荒木文十郎（31歳）（薩摩の武士を斬り殺し、死刑となる）　

半年かけ東遊（奥羽、蝦夷旅行）（幕府巡見使として随員）『東遊雑記』12巻

『古川反古』『岡田藩々邸図』『松前蝦夷地之図』

寛政元年 長男、松田魏丹と共に松平定信に謁見（松平楽翁公謁見録）（丁見コンパツ之見様）

　　 2年 『帰郷しなの噺（信濃紀行）』

「備中国加夜郡高松城水攻地理之図」(水攻めの堤防300ｍ）

自分の棺を用意　　棺表　「古川平次兵衛橘正辰死骸」

　　　浅ましな 名利の重荷 棄てかねて 杖つくまでに 老いにけるかな　　

　　 4年 『東都以東十五勝図』

定信へ伺候（終日物語す）

定信へ筑前箱崎之図、備前井田の図、同閑谷和意谷の図、備前の記行呈上

　　 6年 『武蔵野地名考抜書』　

『亜細亜一大洲東極之大略図』

岡田藩主（伊東播磨守）によばれ、苗字帯刀許可、2人扶持くださる（雑記）

松月亭の傍に草庵をむすび、竹亭と号す（真備町有井）（歌集）　

　　 9年 『八丈島筆記』

『奥羽名勝志』5巻

※　近藤重蔵（27歳）国後島、択捉島調査

※　近藤重蔵、国後島のアトイヤから古松軒へ書簡（『東遊雑記』の正確さを称賛）

※　伊能忠敬（54歳）蝦夷地で間宮林蔵（19歳）に測量技術を教える

松平定信、『集古十種』完成

※　伊能忠敬（55歳）蝦夷地南海岸測量

享和元年 ※　間宮林蔵（21歳）伊能忠敬の蝦夷の未踏地の測量

　　 2年 『吉備公御墳略図『奥村先生話聞書』

　 　3年 『御六戦志』『大阪夏陣血戦之図』

『懐中地理志』

松平定信、『集古十種』を古松軒に贈与（8月15日付）

『地勢論』『軍勢人数論』

11月10日　死去（墓は新本、宅源寺）

明治43年 贈位（正五位）

文化 2年

　 　4年

　 　8年

　　 5年

　　12年

　　11年

　　10年

　　 7年

岡山県立博物館刊特別展図録『近代科学をひらいた人々』（昭和51年10月6日）、他参照

　　 7年

天明元年

★ 荒木文十郎 　※ 近藤重蔵、伊能忠敬、間宮林蔵

　　 3年

古松軒関係年表
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岡
山
人
物
銘
々
伝
を
語
る
会
は
、
平
成
十
八
年

秋
、
現
世
話
人
の
黒
田
輝
一
さ
ん
の
発
案
で
始
ま

り
ま
し
た
。
例
会
は
今
年
の
十
一
月
で
ち
ょ
う
ど

百
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
当
時
、
天
皇
の
継
嗣
問
題
が
世

上
議
論
さ
れ
て
い
る
折
、
必
ず
引
用
さ
れ
る
の
が

「
和
気
清
麻
呂
」
で
し
た
。
黒
田
さ
ん
が
和
気
清

麻
呂
の
事
績
を
勉
強
し
て
み
よ
う
と
県
立
図
書
館

で
本
を
探
し
た
と
こ
ろ
、ち
ょ
う
ど
私(

久
井
勲)

の
著
書
『
和
気
清
麻
呂
』
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
黒
田
さ
ん
ほ
か
数
人
の
会
合
で
私
が

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
第
一
回
で
し
た
。

以
降
、岡
山
出
身
の
人
物
（
あ
る
い
は
＂
出
身
＂

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
岡
山
に
縁
の
あ
る
人
物
）
を
対

象
に
、「
岡
山
は
こ
ん
な
人
物

を
輩
出
し
て
い
る
の
だ
」
と
誇

り
を
も
っ
て
語
っ
て
い
く
の
が

本
会
の
趣
旨
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
百
回
も
続
い
た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま

す
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
続
い
た
の
か
を
考
え
る

に
、
次
の
こ
と
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

①
「
歴
史
学
」
の
勉
強
会
で
は
な
く
、
歴
史
上

の
＂
人
物
＂
を
対
象
に
、そ
の
人
物
が
い
か
に
＂
愛

さ
れ
て
き
た
か
＂
に
光
を
あ
て
て
「
語
り
合
う
会
」

で
あ
っ
た
。

②
人
物
の
事
績
は
、
本
に
書
か
れ
た
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
地
元
や
関
係
者
の
間
で
伝
承
さ
れ
て

き
た
こ
と
も
扱
っ
て
き
た
。

③
し
た
が
っ
て
、
皆
さ
ん
が
結
構
気
ま
ま
に
語

第
七
回
歴
研
サ
ロ
ン

岡
さ
ん 

が
熱
弁

九
月
十
六
日
、『
吉
備
邪
馬
台
国
東
遷
説
』
を

テ
ー
マ
に
講
師
、
岡
將
男
氏
（
会
員
）
は
二
時
間

び
っ
し
り
と
自
著
を
片
手
に
熱
弁
を
振
る
わ
れ

た
。定

員
六
十
名
の
会
場
が
ほ
ぼ
一
杯
に
な
り
過
去

最
高
の
参
加
で
あ
っ
た
。

講
師
の
お
母
様
や
講
師
フ
ァ
ン
も
十
七
名
参

加
。『
吉
備
邪
馬
台
国
東
遷
説
』
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
を
物
語
っ
た
。

連
続
講
座
１
（
五
回
）
終
了

佐
藤
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま

初
め
て
の
連
続
講
座
を
、
佐

藤
光
範
氏
（
顧
問
、八
十
四
歳
）

が
講
師
で
「
古
代
日
本
語
・
地

名
語
か
ら
古
代
を
学
ぶ
」（
五

回
シ
リ
ー
ズ
）
を
開
催
し
た
。

延
参
加
者
は
百
十
六
名
（
平

均
二
十
三
名
）
で
大
変
好
評
で

あ
っ
た
。
五
回
全
て
受
講
し
た

休
憩
中
、
著
書
『
吉
備
邪
馬
台
国
東
遷
説
』
サ

イ
ン
会
が
好
評
だ
っ
た
。著
書
の
執
筆
の
経
緯
は
、

会
報
第
９
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
演
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
千
円
）
は
歴
研
事
務
局
に
申
込
み
く
だ

さ
い
。

り
合
え
る
場
に
な
っ
た
。

④
事
務
局
の
山
田
良
三
さ
ん
が
そ
の
人
脈
を
生

か
し
て
、
岡
山
の
「
歴
史
好
き
」
の
方
々
へ
広
報

方
は
、
十
一
名
も
い
た
。
彼
の

講
義
は
、
秦
氏
と
銅
そ
し
て
ヒ

ン
ズ
ー
教
の
影
響
等
、
地
名
語

か
ら
彼
独
自
の
理
論
を
展
開

し
、
参
加
者
を
煙
に
巻
い
た
。

最
終
回
の
終
了
時
、「
今
後

も
元
気
で
、
研
究
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
花
束
と
お
菓
子
が

渡
さ
れ
、
参
加
者
と
記
念
撮
影

を
し
た
。
著
書
『
は
た
し
て
ハ

タ
氏
か
』
は
、
完
売
で
し
た
。

し
て
下
さ
り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
知
名
度
が
上

が
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

例
会
は
常
時
二
、三
十
人
の
出
席
で
す
。
更
な

る
欲
を
言
え
ば
、
発
表
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
登

場
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
気
楽
に
耳
学
問
を
す
る

場
で
す
の
で
、
堅
苦
し
く
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
岡
山
歴
史
研
究
会
さ
ん
や
そ
の
他
の
団
体

さ
ん
と
も
連
携
し
て
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。（
世
話
人
代
行　

久
井
勲
）

例
会　

毎
月　

第
三
金
曜
日
の
午
後
六
時
～
八
時

場
所　

県
立
図
書
館
二
階
サ
ー
ク
ル
活
動
室

参
加　

会
員
で
な
く
て
も
参
加
可

案
内　

毎
月
木
曜
、山
陽
新
聞
「
情
報
ひ
ろ
ば
」

連
絡
先　

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
６
・
８
０
６
・
２
５
２
５

携
帯　

０
９
０
・
１
０
３
３
・
３
３
２
７(

山
田)

（
世
話
人
事
務
局　

山
田
良
三
）

岡
山
人
物
銘
々
伝
を
語
る
会

世
話
人　
黒
田
輝
一

団
体

紹
介

▲左端から　山田氏、天野氏、黒田氏、久井氏
（9/10 第 97 回例会にて　天野会長　講演）

最
終
回
（
第
５
回
目
）

佐
藤
氏
と
記
念
撮
影

▲岡將男さん 2 時
間熱弁を振るう
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■
編
集
後
記
■
今
回
は
江
戸
中
期
、の
人
物
、

事
件
に
光
を
当
て
ま
し
た
。
人
生
五
十
年
と
い
わ

れ
た
時
代
、
五
十
代
か
ら
活
躍
し
た
古
松
軒
に
は

た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
。身
分
制
度
の
厳
し
い
中
、

文
十
郎
の
心
意
気
に
爽
快
感
あ
り
。
が
、
処
刑
さ

れ
る
と
は
時
代
故
か
。

（
楠　

敏
明
）

発
　
行　

岡
山
歴
史
研
究
会

会
　
長　

天
野
勝
昭

編
集
長　

楠 

敏
明

事
務
局　

〒
７
０
１

－

１
３
３
２

　

岡
山
市
北
区
平
山
8
4
4
―
86
山
本
方

電 

話　

0
8
6

・

2
8
7

・

6
2
2
6

http://b.okareki.net/

十
一
月
七
日
（
金
）
秋
晴
れ
の
下
、
四
十
三
名

が
バ
ス
で
讃
岐
を
巡
っ
た
。

佐
藤
光
範
さ
ん
（
八
十
四
歳
、
元
船
乗
り
）
の

ガ
イ
ド
で
、
懐
か
し
い
海
の
歌
を
数
曲
、
全
員
で

歌
い
、
楽
し
い
バ
ス
ツ
ア
ー
と
な
っ
た
。

宇
夫
階
（
う
ぶ
し
な
）
神
社
（
宇
多
津
町
）・

神
谷
（
か
ん
だ
に
）
神
社
（
坂
出
市
）、
高
松
市

で
は
・
讃
岐
国
分
寺
跡
・
久
本
古
墳
・
石
清
尾
山

古
墳
群
・
田
村
神
社
を
巡
っ
た
。
参
加
者
の
多
く

は
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
興
味
津
々
で
あ
っ
た
。

宇
夫
階
神
社
本
殿
は
伊
勢
神
宮
外
宮
の
旧
多
賀

宮
御
正
殿
を
拝
戴
し
た
も
の
で
あ
る
。

又
、
神
谷
神
社
本
殿
は
国
宝
建
物
で
鎌
倉
時
代

の
様
式
が
残
っ
て
お
り
、こ
の
時
代
の
建
築
で
は
、

わ
が
国
最
古
で
あ
る
。
が
、境
内
に
入
れ
ず
残
念
。

歴
研
サ
ロ
ン

久
本
古
墳
は
、
玄
室
に
石
棚
付
き
の
珍
し
い
古

墳
で
、田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
可
愛
く
綺
麗
に
残
る
。

上
部
に
は
柿
の
木
ま
で
あ
る
古
墳
で
あ
る
。

石
清
尾
山
へ
続
く
バ
ス
で
は
樹
木
の
枝
が
垂
れ

下
が
り
、バ
ス
の
屋
根
を
擦
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
。

お知らせ

第 11 回歴史ウォーク

熊山遺跡探訪

日時　3 月 28 日（土）
雨天順延（3 月 29 日）

集合　熊山山頂駐車場 10 時
解散　14 時半
徒歩の方
駅から車で山頂へ送迎

JR 山陽本線　熊山駅
JR 赤穂線　香登駅

持参　弁当・お茶
参加費　500 円
探訪　熊山山頂 1.5km 弱

積石遺跡数ヶ所
案内（顧問）佐藤光範氏

岡野進氏、野崎豊氏
参加申込　歴研事務局へ

　
第
十
回
探
訪
会 

讃
岐
探
訪

講

座

連
続
講
座
三
（
二
回
シ
リ
ー
ズ
）

﹁
日
本
神
話
に
つ
い
て
﹂

講
師　

熊
代
哲
士
氏
（
会
員　

吉
備
の
中
山

を
守
る
会
顧
問
）

日
時
①
三
月
二
十
日
（
金
）
十
時
～
十
二
時

②
五
月
二
十
九
日
（
金
）
十
時
～
十
二
時

第
九
回
﹁
岡
山
の
戦
国
武
将
群
像
︱
﹃
余
滴
中

世
の
吉
備
﹄
か
ら
︱
﹂

講
師　

田
中
修
實
氏
（
顧
問
、
就
実
大
学
人

文
科
学
部
非
常
勤
講
師
）

日
時　

二
月
二
十
六
日
（
木
）
十
三
時
半
～

第
十
回
﹁
宇
喜
多
家
の
人
々
﹂

講
師  

天
野
勝
昭
氏
（
岡
山
歴
史
研
究
会

会
長　

元
岡
山
市
副
市
長
）

日
時　

六
月
十
六
日
（
火
）
十
三
時
半
～

﹁
講
座
﹂﹁
歴
研
サ
ロ
ン
﹂
の
場
所
・
参
加
費

は
︑
次
の
通
り
で
す
︒

場
所　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
二
階
大
会
議
室

（
旧
国
立
病
院
跡
）

参
加
費　
会
員
・
一
般　

五
百
円

猫
塚
積

石
古
墳
で

転
ん
だ
方

が
三
人
も

い
た
が
、

幸
い
に
も

怪
我
は
無

か
っ
た
。

昼
食
は
、

う
ど
ん
食

べ
放
題
に

し
た
。
中

に
は
三
杯

も
食
べ
た
方
も
あ
り
、一
人
単
価
八
百
円
を
超
え
、

想
定
外
の
出
費
と
な
っ
た
。

▲讃岐国分寺跡　伽藍配置石
製模型（縮図 1/10）前で

▲久本古墳で記念撮影

お
知
ら
せ


